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安
政
四（
一
八
五
七
）年
、
当
時

ぜ
に

ば
こ

の
幕
府
の
命
に
よ
り
、
銭
箱
（
現

在
の
小
樽
市
銭
函
）
か
ら
、
豊
平

ゆ
う

ふ
つ

を
通
っ
て
千
歳
・
勇
払
に
至
る

さ
っ

ぽ
ろ

ご
え

し
ん

ど
う

か
い

さ
く

「
札
幌
越
新
道
」の
開
削
が
始
ま
り

ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
豊
平
川
に
渡
船
場

わ
た

も
り

が
設
け
ら
れ
、
渡
し
守
と
し
て
通

行
屋
（
旅
行
者
の
宿
泊
所
）
の
番

人
を
兼
ね
て
、
豊
平
の
地
に
定
住

し
た
の
が
、「
札
幌
開
祖
」
と
呼

し

む
ら

て
つ

い
ち

ば
れ
た
志
村
鐵
一
で
す
。

現
在
、
豊
平
四
条
一
丁
目
に
、

志
村
鐵
一
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
以
降
、

開
拓
移
民
が
、
月
寒
や
平
岸
な
ど

に
次
々
と
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

や
が
て
、
移
民
に
よ
る
村
落
が

形
づ
く
ら
れ
、
明
治
五
（
一
八
七

つ
き

さ
っ
ぷ

二
）
年
に
「
月
寒
村
」
、
「
平
岸

村
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
月
寒
村

は
当
初
、
現
在
の
北
広
島
市
方
面

ま
で
を
範
囲
と
し
て
お
り
、
平
岸

村
は
豊
平
川
上
流
域
ま
で
を
含
ん

で
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
豊
平
村
」
は
、
明
治

七
（
一
八
七
四
）
年
に
誕
生
。
開

ふ

れ
い

拓
使
布
令
に
よ
っ
て
、
「
豊

平
橋
ヨ
リ
月
寒
村
下
迄
新
道

筋
（
現
在
の
国
道
三
十
六

号
）
左
右
」
の
地
域
に
設
定

す
る
と
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

開
拓
当
時
か
ら
呼
ば
れ
て

い
た
月
寒
、
平
岸
、
豊
平
の

地
名
は
、
い
ず
れ
も
ア
イ
ヌ

語
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
明
治
三
十
五

（
一
九
〇
二
）
年
に
こ
の
三

村
が
合
併
し
、
新
し
い
「
豊

平
村
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
明
治
四
十
一
（
一
九

〇
八
）
年
に
は
、
町
制
が
施
行
さ

れ
「
豊
平
町
」
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
豊
平
区
、
清
田
区
、
南
区

を
ほ
ぼ
含
む
広
大
な
地
域
の
町
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
四
十
三
（
一
九

一
〇
）
年
に
、
行
政
区
変
更
の
た

お
お

あ
ざ

め
、
大
字
豊
平
村
の
一
部
（
現
在

の
豊
平
地
区
）
が
、
豊
平
町
か
ら

札
幌
区
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
の
住
所
は
、
豊
平
町

お
お

あ
ざ

あ
ざ

大
字
○
○
村
字
○
○
と
い
う
も
の

で
し
た
。
居
住
者
が
増
え
る
に
つ

れ
て
、
字
名
も
多
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
、

字
名
の
整
理
に
伴
い
、
豊
平
村
、

月
寒
村
、
平
岸
村
と
い
う
大
字
名

が
廃
止
と
な
り
、
新
た
な
二
十
四

の
字
名
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
（
下

記
「
豊
平
町
字
名
新
旧
対
照
表
」

参
照
）。

現
在
の
豊
平
区
に
含
ま
れ
る
地

域
の
新
し
い
字
名
は
、
美
園
、
月

は
っ

こ
う

寒
、
福
住
、
八
紘
、
西
岡
、
羊
ヶ

丘
、
平
岸
、
中
ノ
島
に
改
称
。
現

在
の
地
名
の
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
月
寒
」
の
呼
び
名
が
、

「
つ
き
さ
っ
ぷ
」
か
ら
「
つ
き
さ

む
」
に
変
更
に
な
っ
た
の
も
こ
の

時
か
ら
で
す
。

昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
、

豊
平
町
は
札
幌
市
と
合
併
。
明
治

七
年
の
開
村
以
来
八
十
七
年
間
の

歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
、

区
制
が
敷
か
れ
豊
平
区
が
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
九
（
一

九
九
七
）
年
に
清
田
区
と
分
区
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

開
拓
時
か
ら
の
歴
史
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
移
り
変
わ
り
を
経
て
き
ま

し
た
が
、
親
し
ま
れ
た
地
名
は
、

今
も
な
お
使
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

歴史に見る地名の由来�
豊
平
橋
の
た
も
と
に
建
つ
記
念
碑
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